
令和６年度予算編成方針

一般会計 1,814 億円（△ 165 億円 △ 8.3％）

限られた資源を様々な施策に効果的かつ効率的に配分し

「みんなで創る。北区新時代」の扉を開き、
北区をさらに前へ進めるための積極的予算 を編成

〜税収を７つの主要政策に振り向ける〜会計 Ｒ6当初 R5当初比

一般会計 181,367,000 △16,484,000（△ 8.3％）

国民健康保険事業会計 37,538,284 △2,283,622（△ 5.7％）

介護保険会計 33,135,870 △43,053（△ 0.1％）

後期高齢者医療会計 10,327,418 ＋449,296（＋ 4.5％）

合計（全体規模） 262,368,572 △18,361,379（△6.5％）

単位︓千円
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1,813 億 6,700 万円一般会計の総額

一般会計

歳出（目的別）

総務費
196億円
(10.8％)

福祉費
949億円
(52.3％) 

衛生費
60億円
（3.3％）

環境費
72億円（4.0％）

産業経済費
34億円（1.8％）

地方消費税
交付金
81億円
（4.5％）

教育費
238億円
（13.1％）

その他
74億円（4.1％）

※端数処理により、合計が一致しない場合があります。

特別区税
331億円
(18.2％)

歳入

特別区交付金
582億円
(32.1％)

国・都支出金
472億円
(26.1％)

繰入金
136億円
（7.5％）

※端数処理により、合計が一致しない場合があります。

特別区債
57億円
（3.1％）

その他
155億円
（8.5％）

土木費
192億円
（10.6％）
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繰入額 131 億円

活用事業

基金の活用

財政調整基金、減債基金、主要基金※ の合計額
※施設建設基金、まちづくり基金、学校改築等基金

● 基金別の繰入額

財政調整

72億円

まちづくり

22億円

学校改築等

28億円

➢ 再開発事業（十条駅西口地区、赤羽一丁目）

➢ 堀船中学校の改築 など

➢ 新庁舎整備に向け、当初予算に20億円積立て
➢ ビッグプロジェクトへの備え（不可欠）

・新庁舎整備
・学校改築（今後も改築需要は続く）
・主要駅周辺のまちづくり

（赤羽駅、王子駅、十条駅、東十条駅）
・公共施設の整備・改修

北区が抱える将来的な行財政需要への備え

基金残高（見込） Ｒ5末 Ｒ6末
財政調整基金 199 億円 145 億円

減債基金 35 億円 39 億円

施設建設基金 68 億円 61 億円

新庁舎整備基金 200 億円 220 億円

まちづくり基金 74 億円 52 億円

学校改築等基金 172 億円 147 億円

合計 747 億円 664 億円

※端数処理により、合計が一致しない場合があります。

施設建設 7億円

適切な基金・特別区債の運用

特別区債の活用 発行額 57 億円（起債残高345億円）

➢ 特養大規模改修、学校改築、児童相談所等複合施設
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令和6年度リーディングプロジェクト

◆ 行政手続きの電子申請の導入（条例制定） ◆ 書かない窓口の導入

◆ デジタル共通商品券の発行支援（商店街の活性化、消費喚起）

◆ 避難所の緊急的な環境改善（年度途中の補正も視野に）

◆ 木造民間住宅耐震化助成制度の充実 ◆ 災害情報システムの更改（防災アプリも公開）

◆ 北区強靭化プロジェクトの策定 ◆ 地区防災計画の計画的な策定

DXを追求し区民サービスを向上

今こそ︕北区強靭化への強力な一歩 （防災関連には、前年度より約30％の予算増額）

新一万円札発行カウントダウンプロジェクト（渋沢翁を核としたシティプロモーション）
◆ カウントダウンプロジェクトの実施

新札発行１００日前イベント、発行カウントダウンイベント、区民からの提案事業の展開など

◆ クラウドファンディングを活用 ◆ 公民連携の手法により区内産業、観光等を活性化

◆ プロジェクションマッピングの実施
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